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NO.61

福
山
駅
北
口
広
場
の
整
備
を

問

福
山
駅
北
側
は
福
山
城
、
美

術
館
な
ど
文
化
施
設
が
集
積
し
、
現

在
は
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
取
り
組

み
も
始
ま
り
、
一
層
の
環
境
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
特
に
福
山
駅
北
口
広

場
周
辺
は
、
朝
夕
の
ピ
ー
ク
時
に
送

迎
車
等
の
交
通
で
、
雑
然
と
し
た
状

況
に
あ
る
。

大
塚　
忠
司

新
政
ク
ラ
ブ

（
60
分
）

　
観
光
客
の
誘
致
を
進
め
る
上
で
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
見
せ
る
景
観
も

考
慮
し
、
広
場
全
体
の
見
直
し
を
し

て
は
ど
う
か
。

答

福
山
城
築
城
４
０
０
年
に
向
け

た
取
り
組
み
や
、
福
山
駅
前
の
再
生
に

取
り
組
む
中
で
、
北
口
広
場
か
ら
福
山

城
に
至
る
エ
リ
ア
が
歴
史
と
文
化
の
薫

る
本
市
の
も
う
一
つ
の
「
顔
」
と
な
る

よ
う
、
事
業
効
果
や
優
先
順
位
を
し
っ

か
り
検
証
し
な
が
ら
、
福
山
駅
前
と
の

一
体
性
も
考
慮
し
つ
つ
、
検
討
す
る
。

　

八
杉　
光
乗

新
政
ク
ラ
ブ

（
40
分
）

通
学
路
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
は

域
が
協
力
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
で
実
施
率
は
74
％
を
超
え
、
短
期
間

に
幅
広
く
多
様
な
改
善
が
図
ら
れ
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
水
路
の
蓋
掛
や
柵

の
設
置
等
を
行
う
こ
と
が
地
域
住
民
の

利
便
性
の
妨
げ
と
な
る
場
合
や
、
道
路

拡
幅
に
必
要
な
土
地
が
確
保
で
き
な
い

な
ど
対
応
が
困
難
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

②
合
同
点
検
は
、
学
区
自
治
会
連
合
会

等
と
連
携
し
実
施
し
て
い
る
が
、
危
険

箇
所
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の
事
情

に
精
通
し
た
住
民
の
方
の
協
力
を
お
願

い
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
幅
広

い
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

答

①
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
箇
所
の
状

況
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
、
団
体
、
地

問

①
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
策
定
さ
れ
て
２
年
が
経
過
し

た
が
、
成
果
と
課
題
は
。

②
対
策
内
容
の
改
善
、
充
実
に
は
、

危
険
箇
所
の
事
情
に
精
通
し
た
幅
広

い
方
々
の
意
見
が
必
要
で
は
。

西
本　
　
章

市
民
連
合

（
70
分
）

本
市
の
児
童
虐
待
へ
の
対
応
は

答

児
童
相
談
所
に
お
け
る
相
談
、

通
告
件
数
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
児
童

虐
待
そ
の
も
の
が
増
え
た
こ
と
に
加
え

児
童
虐
待
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
に

よ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問

市
と
し
て
児
童
虐
待
の
現
状

を
ど
う
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
か
。

　
児
童
虐
待
が
起
き
る
背
景
と
し
て
は

子
育
て
家
庭
の
孤
立
化
や
経
済
的
困
窮

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
。

　
市
で
は
、
虐
待
の
相
談
、
通
告
を
受

け
た
場
合
、
早
急
に
子
ど
も
の
安
否
確

認
を
行
い
、
状
況
に
応
じ
て
東
部
子
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
る
な
か

で
、
被
害
児
童
の
早
期
保
護
に
努
め
て

い
る
。

オ
※　

レンジリボン

岡
崎　
正
淳

無
所
属

（
30
分
）

支
所
機
能
の
在
り
方
は

約
し
体
制
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
拠

※
　

点
支
所
を
整
備

し
、
支
所
長
に
地
域
施
策
の
企
画
立
案

や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
調
整
機

能
な
ど
の
権
限
移
譲
、
地
域
振
興
課
に

生
涯
学
習
部
門
を
統
合
し
、
ま
ち
づ
く

り
と
人
づ
く
り
を
一
体
的
に
行
っ
て
い

る
。

　
今
後
は
、
拠
点
支
所
以
外
の
支
所
を

含
め
、
各
支
所
が
核
と
な
り
地
域
住
民

や
団
体
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
活
動
支
援
を

行
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な

る
発
展
に
取
り
組
む
。

答

こ
れ
ま
で
市
民
に
身
近
な
業
務

は
支
所
で
行
い
、
本
庁
に
集
約
す
る
こ

と
で
効
率
化
が
図
れ
る
業
務
は
本
庁
集

問

市
長
選
挙
で
は
支
所
の
機
能

や
権
限
も
争
点
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
地
域
内
分
権
の
議
論
や
施
設
整
備

を
進
め
て
き
た
が
、
支
所
の
役
割
や

機
能
の
在
り
方
に
関
す
る
考
え
は
。

※オレンジリボン： 「子ども虐待のない社会の実現」をめざすオレンジリボン運動のシンボルマーク。オレンジ色は、子ど
もたちの明るい未来を表している。

※拠点支所：地域内分権、協働のまちづくりおよび総合的な行政サービスの推進のため、保健福祉や建設産業等の部門を有
し、支所判断による地域特性を生かした行政運営を行うことができる支所（松永，北部、東部および神辺の４支所）。


